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　私たち日本人が平和の大切さを実感することが出来る
のでしょうか？ 私が小学生の頃、何度か両親に連れられた
り、小学校の修学旅行で広島の平和資料館で怖くて悲し
い思いをしました。夏休みの８月６日には学校に行き８時15
分に皆で黙とうをしていたのを覚えています。何か分から
ないけれど二度とこんな恐ろしくて悲しい思いをしたくな
いとの思いがしっかりと心の中に残っています。しかし私
の子供たちはまったくもってこのような体験がないようで
す。私も忙しくて平和資料館に子供たちを連れて行っており
ませんでした。反省をしております。
　国際ロータリーでの最優先項目はポリオ撲滅です。今年
度、今までにアフガニスタン21例、パキスタン８例の新規感
染症が確認されていますが、全てアフガニスタンとパキスタ
ンの国境山岳紛争地帯です。この地帯はイスラム過激派の
支配地帯で米軍でもなかなか立ち入れない地帯で、もちろ
んロータリアンが保冷庫を下げて生ワクチンを持って近づ
ける所ではありません。その他の地帯では新しい感染症は
発症しておりません。やはり最後は平和が来ないと撲滅は
達成できません。改めて平和の大切さを実感しております。
　私たちロータリアンが世界の平和のために何が出来るの

でしょうか？ この分野で私たちが出来ることは、ロータ
リー平和フェローシップの候補者を探したり、紛争の要因

（貧困、不平等、民族間の対立、教育の欠如など）の解消に
取り組むプロジェクトを計画したり、海外のロータリークラ
ブとの友好の構築などがあると思います。その中で特に有
効なのは平和フェローへの協力だろうと思っています。こ
の地区では今まで２名のフェローがいます。１人目の野上
由美子さん（2003～05年度：広島南RC推薦）は米国で被
爆の実相を伝える草の根ボランティア活動｢NAC｣（ネバー
アゲインキャンペーン）に参加し、アメリカ国内で核問題や
広島について啓発活動を続けたのち、平和フェローとして
ブラッドフォード大学大学院に進学されました。２人目の
新屋由美子さん（2012年度：尾道RC推薦）は同じくブラッ
ドフォード大学大学院に進学され、現在はJPO UNICEF
スーダン事務所にInnovation Officer として勤務されてい
ます。お母様からお聞きしましたが数年前スーダンで知り
合った日本人の同僚と結婚して尾道で女の子を出産し、お
母様の｢孫は置いて行って｣との言葉もむなしく数か月の乳
飲み子と一緒にスーダンに戻っていったそうです。
　期せずしてロータリー平和センター基金が立ち上げられ
ました。私たちの地区も今までと同じように貢献してはどう
かと考えています。又クラブにおかれましてもDDFを使っ
た６つの重点項目へのグローバル補助金の活用が紛争予
防にいかに大切かを再認識して頂き積極的に申請して頂き
たいと思います。

『平和と紛争解決月間』
国際ロータリー第2710地区
2018-19年度 ガバナー

GOVERNOR:
Hisashi Yoshihara

吉原 久司
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　パックスアメリカーナも中国の台頭やグローバリズムへの
反発、そして自国第一主義やポピュリズムの高まり等々によ
り、今や世界秩序は混迷の度を深くしています。このような
国際情勢の中、世界の平和と安全の維持を主要な目的の一つ
とする国連は、半ば各国のプロパガンダの場と化してはいる
ものの、2015年９月の国連総会で ｢持続可能な開発のための
2030アジェンダ｣（略してSDGs）を採択、2016年１月に正式に
発効し、世界各国で様々な取り組みが行われています。SDGs

とは、貧困の根絶や飢餓の撲滅、健康と福祉の促進、質の高い
教育等々 17分野の目標とそれに基づく169のターゲットを定
め、2030年までの達成を目指すもので、ロータリーの「より平
和な世界を築くために、大きなニーズのある６つの分野に重
点をおき、国際関係を培いながら、人びとの暮らしを支援す
る｣とする活動方針と軌を一にしています。
　ロータリー財団では、特に平和の推進を図るという見地か
ら、毎年100名までを平和フェローとして選出し、全世界７校
の大学に設置された６つの｢ロータリー平和センター｣で修士
号または専門終了証を取得するためのフェローシップ（奨学
金）を提供し、世界平和と紛争予防の担い手となる人材を育成

し、平和推進者の世界的ネットワークを築いています。ロー
タリー平和センターは、創設から10年余り平和構築の分野の
キャリアを志す1200名余りの人材を輩出し、その多くは草の
根のNGOで、また国際機関や政府でリーダーシップを発揮し、
より平和な世界を築くために活躍しています。更にロータ
リーは次世代のグローバルな平和構築者を育成するために、
2022年までには修士号プログラムを強化すると共に、2030年
までに４つの新しいロータリー平和センターをアジア地域、
中東・北アフリカ、サハラ以南のアフリカ、そして中南米に設
立する取り組みを行います。
　また、2018年４月のロータリー財団管理委員会ではロータ
リー平和センタープログラムを支援するために ｢日本ロータ
リー平和センター基金｣ を設置することが決議されました。
次世代の平和構築者を育てるためには、平和フェローシップ
を推進する必要があります。当地区もDDFから25000ドルを
毎年配分し、ロータリー平和センターを支援しています。今
後共会員の皆様にはロータリー平和センターへの理解を深め
て頂くと共に、スーダンで活躍中の新屋由美子氏に続く人材
の輩出にご協力をお願い致します。

2018-19年度 国際ロータリー第2710地区 地区代表幹事　安保 雅文

第３回諮問委員会報告

　本年度第３回諮問委員会が12月21日（金）尾道市内 なかた美
術館（ナカタマックコーポレーション）内会議室で開催されました。
出席者は、天野パストガバナーはじめ14名、吉原ガバナー、晝田
ガバナーエレクト、脇ガバナーノミニー及び地区関係者等合計21
名でした。
　会議の開催に先立ち、艮神社において、来月サンディエゴで開
催される国際協議会に出席される晝田ガバナーエレクトご夫妻の
壮行祈願を行いました。

2018-19年度 国際ロータリー第2710地区 パストガバナー　藤中 秀幸

平和と紛争予防／紛争解決月間によせて

　委員会では、最初に吉原ガバナーより以下の報告がありました。
１．会員の動向について
　○ 2018年７月期首会員数3,262名（内女性会員168名）
　○ 2018年11月末現在会員数3,353名（内女性会員174名）
　○ 純増91名
　○ 2018年11月度会員増減・出席率
２．公式訪問について 地区内73クラブすべて終了
３．奉仕プロジェクト委員会について
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　10月８日、派遣留学生選考会を開催し、2019-20年度派遣学
生として６名（男性３名、女性３名）を決定しました。いずれ
もしっかりとした生徒たちで、国際親善や語学習得に努めた
いとの決意表明がありました。留学先の希望はカナダとアメ
リカが圧倒的に多いのですが、両国ですべて実現することは
容易ではないため、当地区と長年にわたり交換実績のあるフ
ランスへも派遣することになっています。
　派遣学生の意識を高めると同時に手続きを着実に進めるた
めのオリエンテーションは、12月９日（第１回）留学の手引き
等交換マニュアルの説明およびクリスマス会、１月13日（第
２回）自己紹介プレゼンテーション作成、２月２日・３日中四
国３地区合同オリエンテーション（倉敷）、３月30日・31日中

四国３地区合同研修旅行（京都・奈良）、４月14日（第３回）
渡航準備の進め方等の説明、６月23日（第４回）壮行会と続い
ていきます。
　現在派遣中の４名の学生からは、毎月の報告書が提出され
ており、すでに言語の壁もかなり克服して楽しく充実した留
学生活を送っている様子がうかがえます。
　また、現在受入中の外国人留学生４名の様子については、
本月信にそれぞれ報告がありますので是非ご覧ください。
　派遣先および受入先の各地でサポートしてくださっている
ロータリアン、ホストファミリー、学校関係者等の皆様には
様々なご心配やご苦労をおかけしていることと思いますが、
誠にありがたく、心から感謝申し上げます。

　【国際奉仕委員会】
　　① RI第3690地区大会     

2019年４月19日（金）～ 20日（土）開催予定
　　②国際大会について　ドイツ　ハンブルグ
　　　・2019年６月１日（土）～６月５日（水）
　　　・ガバナーナイト　６月２日（日）18:00～
　　　　ホフブロイ　ヴィルトゥハウス　シュペールソルト　　
　　　・日本人朝食会　今年度開催なし
　【青少年奉仕委員会】
　　①RYLA　 2019年５月18日（土）～ 19日（日）
 海峡ビュー下関にて開催予定
　　　・ホスト：下関RC

　　②RAC

　　　・海外研修　2018年11月23日（金）～ 25日（日）　台湾
　　　 ・第２回地区協議会　2019年１月20日（日）　福山市  

・第41回年次大会　2019年４月20日（土）～ 21日（日）　福山市
　　③IAC

　　　・ 日韓親善歓迎式　2019年１月19日（土）   

ホテルグランヴィア広島
　　　・海外研修旅行　2019年３月30日（土）～４月１日（月）
　　④青少年交換プログラム
　　　・第４回～７回　青少年交換委員会開催予定
　　　・ 中四国３地区研修旅行    

2019年３月30日（土）～ 31日（日）開催予定　京都・奈良
４．ロータリー財団について
　○寄付状況　○ロータリー財団奨学生一覧　○平和フェロー

５．米山記念奨学会について
　○ 応募者数29名　○寄付状況
６．2018-19年度IMについて
７．地区会計中間報告（2018年11月30日現在）
８．地区大会登録者最終　1,777名
９．平成30年７月豪雨義捐金まとめ報告
　 ○地区内4,494,413円　○他地区43,980,926円   

○合計48,475,339円
10．�次回開催日程　2019年４月３日（水）				 
ホテルグランヴィア広島

　続いて晝田ガバナーエレクトより以下の報告がありました。
１．組織について
２．日程について
３．地区資金について
４�．PETS＆地区チーム研修セミナーについて			 

	 2019年３月10日（日）10:00～　ホテルグランヴィア広島
５．�地区研修・協議会について					  
2019年５月11日（土）13:00～　広島国際会議場

６．ロータリー財団奨学生について

　その後、前田パストガバナーから2018年決議審議会報告と
2019年規定審議会についてのお話があり、活発な意見交換が行
われました。大之木パストガバナーから戦略計画委員会での議
題についての説明があり、こちらについても活発な意見交換が行
われ、会を閉じました。

2018-19年度 国際ロータリー第2710地区 青少年交換委員長　加藤 晴彦

青少年交換派遣学生決定！ オリエンテーションも開始
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ライナス・ウィルヘルム・カ－ゲ君の紹介と近況 青少年受入学生カウンセラー (尾道東RC) 三宅　宏

　今、こうして日本に居ることにとても興奮しています。
　日本に来て以来米国と日本の文化の違い、その全てが興味深いも
のです。
　学校の友達やホストファミリーの家族と過ごす時間が大好きです。
　今後も素敵で驚くような思い出が出来ることを期待しています。
　こんな素敵なチャンスをくれた尾道ロータリークラブの皆様に感
謝しています。

　ライナス・ウィルヘルム・カ－ゲ君は、米国カリフォルニア州
第３の都市サンノゼから、昨年８月にやってきました。
　彼の双子の兄弟は同じロータリーの交換留学生としてスイ
スで学び、米国のご両親は、ブラジルからの留学生のホストファ
ミリーとなっています。彼は17歳ですが、既に高校卒業に必要
な単位をすべて取得しており、大学の授業（AP）もいくつか受
講している秀才です。ですから、日本で通う広島県立尾道東
高等学校の授業に、物足りなさを感じているかもしれません。
　彼の日本への興味は｢アニメ｣との出会いを抜きに語れませ
ん。｢アニメ｣の中の｢日本人の想い｣や、バックに流れる音楽
に大きく心が動かされたとのことです。
　日本に来て、趣味のヴァイオリンで、高校の演奏会にも参加
しています。
　日本語を聞いてその内容の殆どは理解できますが、日本語
で想いを伝えることはまだまだこれからです。柔らかい笑顔を
持った好青年ですが、彼と話をするたびに肩が凝ります。（身
長があり、こちらは常に見上げながらの会話になります。）帰国
する際には、｢日本人の想い｣を日本語で伝えられるようになっ
ていると、確信しています。

　ソレンさんは、８月25日にフランスから山口を訪れ、
現在野田学園高等学校グローバル・インターナショナル
コース（１年生）に通学しています。来日後に、ひらがな・
カタカナから覚え始めた日本語は、まだまだ勉強中です
が、覚えたての日本語と英語を駆使しながら、クラスの
仲間とコミュニケーションをとっています。また、10月
の「山口ゆめ花博」では、１日学生ボランティアとして、
日本人の生徒とともに活動しました。これは、アフリカ
の国々の様子を来場者に紹介するもので、ソレンさんも
アフリカの民族衣装を着て、アフリカの布を使った「カ
ンガ」つくりを手伝いました。これ以外にも、体育大会
や２泊３日の宿泊学習を体験し、日本人の生徒との関係
もさらに深くなっているように思います。
　日本での生活にも少し慣れてきて、これからも持ち前
のチャレンジ精神を発揮し、日本や日本の文化をさらに
理解してくれることでしょう。

ソレン・ロウアルドさんの紹介と近況 青少年受入学生カウンセラー (山口RC) 牛見　正彦

　私の夢は別の国に行って、新しい発見をすることです。私は日本に
来て、まだ長くはありません。しかし、私はたくさんのすてきなメモ
リーと友達でいっぱいです。だから、私の夢の実現を手伝ってくれた
全ての人に、フランスのロータリークラブに、そして、私を迎えてく
れた全ての人に感謝したいです。とてもありがとうございます。
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　ケヴィン・ロック君はフランスのブルターニュ地方の
ラネステイルという町からやってきました。
　日本のアニメが大好きで、詩やポエムを書いたりする
物静かな男の子です。
　９月からサビエル高校の二年生として学業にいそし
み、クラブ活動ではバレーボール部に所属しています。
フランスでは９歳から柔道を習っており、文武両道に長
けた好青年です。
　来日当初から日本語の日常会話はできていましたが、
今では冗談も言えるくらい上達しています。食事も食べ
られるメニューの種類も増え、日本の生活習慣にも馴染
んできています。
　修学旅行では東京へ行き、歌舞伎座で歌舞伎を鑑賞し
たり日本の大学を見学したりして、将来は日本の大学に
進学したい希望をもっています。
　学校行事やロータリーの行事にも積極的に参加してお
り、日本での生活体験が彼の将来の糧になることを期待
しています。

　アメリカのワシントン州出身のタバサさんは、８月25
日に来日し、山口市の野田学園高校グローバル・インター
ナショナルコース（１年生）に通っています。彼女は日
本人の母親をもち、英語と日本語を話すことができるバ
イリンガルです。学校の中でも積極的に日本語でいろい
ろな生徒に話しかけ、これまでにたくさんの友達を作っ
てきました。本人は、「アメリカの自分は今ほど積極的で
はなかった」と言いますが、日本でのタバサさんしか知
らない私たちにとっては、彼女はとても積極的で明るい
生徒です。現在、漢字の学習に頑張っており、同じ学校
に通うフランス・スイスからの留学生たちの日本語学習
をサポートする心優しい生徒でもあります。好奇心旺盛
で、日本とアメリカとの違いに少し戸惑いながらも、い
ろんなことにチャレンジしています。これからも、たく
さんの出会いを通して、日本のことをさらに深く学んで
くれるものと期待しています。

ケヴィン・ロック君の紹介と近況 青少年受入学生カウンセラー (小野田RC) 古豊　和恵

タバサ・サチ・モローさんの紹介と近況 青少年受入学生カウンセラー (山口RC) 横田　晃一

　あこがれていた日本に、８月17日にきました。それから４か月過
ぎました。始めはとても暑かったですが、冬になりだんだん寒くなっ
てきました。
　私の通っているサビエル高校では、二年生のクラスで勉強してい
ます。クラブ活動はバレーボールをしています。
　ホストファミリーでの生活は少しずつ慣れてきました。日本食も
少しずつトライしていますが、魚料理は食べられないものもありま
す。
　休みの日は買い物に行ったり、観光に行ったりします。
　私は日本のアニメが好きで、特にポケモンが好きです。ポケモン
グッズはフランスより安くとても気に入っています。観光は秋吉台
や秋芳洞に行き、山口県であった「ゆめ花博」に行きました。
　日本文化は習字教室を見学し、和太鼓の練習に参加しました。ま
た、花火大会にも行きました。
　これからも日本の文化や生活を体験したいと思います。今年一月
には次のホストファミリーへ移動する予定です。

　日本で過ごした時間はまだ少ないですが、この３ヶ月の中で、自分
がすごく成長したのを感じます。日本での１年間が終わるまでに、私
は百人の友だちを作りたいと思っています。いろんな人に会って、互
いに、自分の国や文化についてたくさんの話ができるようになりた
いです。
　ロータリーのみなさん、ホストファミリーのみなさん、遠くからサ
ポートしてくれる私の家族。本当にありがとうございます。
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　尾道ロータリークラブでは４年前より上記の大会を協
賛しています。ゴルフは皆様ご存知のとおり老若男女が
楽しめるスポーツですがなかなか年齢を超えて一緒にプ
レーする機会は限られています。そこでプロゴルファー
を招聘しジュニアにレッスンなど１日を楽しく過ごそう
というのが趣旨です。上平プロにはこの大会の趣旨をご
理解頂いてのご参加です。尾道市原田町のご出身で男子
プロのチャレンジトーナメントでは５回の優勝経験があ
ります。尾道出身のプロゴルファーは他にも何人かいま
すが、敢えて上平プロにお願いしているのは上平プロが
持つ魅力、人柄によるものです。プロゴルファーの中で
は特に小柄な選手なのですがドライバーの飛距離が劣る
分それをカバーする高い正確性の技術で頑張っておられ
ます。大会当日はその技術をジュニアに指導して頂いて
いますが、練習グリーンではパターを、その付近ではア
プローチ、バンカーショットといろいろなアドバイスを
マンツーマンで行って頂いています。ジュニアよりむし
ろ大人の方達が楽しんでレッスンを受けているようで
す。ラウンドはジュニアと大人が一緒にプレーしますが、
ここがゴルフの良い所で大人の方はプレーの指導は出来

なくてもしっかりと模範になる言動によってこの大会の
趣旨に沿う青少年育成の一環となるわけです。基本的に
は保護者の方にプレーはお願いしていますが、プレーを
されない親御さんのところにはロータリーメンバーが一
緒にラウンドしています。ゴルフ場は尾道うずしおC・C
で行われますが、このクラブのオーナー、理事長、キャプ
テンのお三方は尾道RCのメンバーでいらっしゃいます
し、クラブの重鎮でありますのでこの大会を全面的に応
援というより先頭に立って引っ張って頂いていますので
心強い限りです。今年の大会も成功裏に終わるのは間違
いないと確信しています。昨今ロータリークラブでは青
少年奉仕にウェートがおかれ重要な部門であると認識し
ていますが、この大会が少しでも役に立っていると願う
ばかりです。これからはゴルフに限らず他のスポーツで
もこの様な大会を開いてそれが大きな広がりになってく
れれば幸いです。

今年度｢上平栄道｣ジュニア育成大会開催日
2019年２月11日（月祝）
於）尾道うずしおカントリークラブ

｢上平栄道｣ジュニア育成大会
ガバナー月信　編集員（尾道ロータリークラブ） 大田原　保

特別コラム

国際ロータリー第2710地区　2018-19年度会員増減・出席率（2018年12月度）
グ
ル
ー
プ

クラブ名
平均

出席率

会員数 グ
ル
ー
プ

クラブ名
平均

出席率

会員数 グ
ル
ー
プ

クラブ名
平均

出席率

会員数

年度初
7/1

当月 本年度 年度初
7/1

当月 本年度 年度初
7/1

当月 本年度

末日 内女性 入会 退会 末日 内女性 入会 退会 末日 内女性 入会 退会

1

長門 94.04 22 25 4 3 0

5

岩国 82.73 61 62 0 3 2

9

広島空港 78.63 27 29 3 2 0
下関 71.73 44 46 1 3 1 岩国中央 87.06 40 39 3 2 3 因島 94.73 20 20 0 0 0

下関中央 75.03 34 34 6 0 0 岩国西 84.21 61 61 4 1 1 三原 89.43 58 60 0 2 0
下関東 76.25 56 57 3 2 1 柳井 100.00 28 31 3 3 0 尾道 83.23 82 83 2 2 1
下関北 88.33 43 42 0 0 1 柳井西 96.88 25 26 3 3 2 尾道東 87.41 52 55 5 3 0
下関西 80.09 33 36 1 5 2 計 90.18 215 219 13 12 8 瀬戸田 70.00 5 5 1 0 0
計 80.91 232 240 15 13 5

6

広島 99.49 117 126 1 10 1 竹原 83.84 32 29 4 1 4

2

萩 95.96 54 53 0 1 2 広島安芸 96.41 41 42 3 1 0 計 83.90 276 281 15 10 5
萩東 100.00 24 25 1 1 0 広島安佐 91.13 21 22 2 2 1

10

府中 100.00 26 28 2 2 0
美祢 80.80 22 23 1 2 1 広島東 99.69 110 114 8 6 2 福山 98.55 81 84 0 4 1

小野田 84.87 35 37 3 2 0 広島北 100.00 96 97 0 2 1 福山東 88.59 48 50 2 2 0
宇部 89.14 46 46 3 0 0 広島陵北 98.61 52 53 2 1 0 福山丸之内 97.92 30 30 1 0 0

宇部東 67.84 13 13 2 1 1 大竹 85.76 32 32 0 1 1 鞆の浦 86.09 24 24 0 0 0
宇部西 89.58 51 52 3 1 0 計 95.87 469 486 16 23 6 福山REC2710※ 100.00 19 19 3 0 0
計 86.88 245 249 13 8 4

7

広島中央 99.83 77 77 6 1 1 計 95.19 228 235 8 8 1

3

防府 91.42 59 64 2 5 0 広島廿日市 92.23 35 36 3 1 0

11

福山赤坂 79.63 52 53 6 2 1
防府北 87.90 19 22 1 4 1 広島城南 98.60 45 45 3 1 1 福山北 95.59 38 40 0 3 1
防府南 87.39 34 37 6 3 0 広島南 100.00 83 87 0 7 3 福山南 82.55 57 54 1 1 4
山口 88.54 46 50 4 4 0 広島東南 100.00 99 98 12 5 6 福山西 97.86 41 41 4 0 0

山口県央 90.80 29 30 1 2 1 広島西南 99.91 66 68 4 3 1 松永 90.57 53 53 2 2 2
山口南 90.54 41 43 5 3 1 広島西 100.00 83 86 3 4 1 計 89.24 241 241 13 8 8
計 89.43 228 246 19 21 3 計 98.65 488 497 31 22 13

12

吉舎 93.33 15 15 0 0 0

4

光 90.88 53 53 0 1 1

8

江田島 90.84 18 18 0 0 0 三次 81.05 41 39 0 1 3
周南西 89.54 54 54 4 0 0 東広島 94.33 33 32 2 0 1 三次中央 96.39 41 41 5 0 0
徳山 95.63 44 49 1 5 0 東広島 21 80.33 16 17 4 1 0 庄原 87.36 33 33 4 0 0

徳山セントラル 95.68 24 25 1 2 1 呉 92.96 67 69 1 3 1 東城 90.59 17 17 1 0 0
徳山東 93.72 50 50 0 4 4 呉東 90.28 36 37 1 2 1 計 89.74 147 145 10 1 3
計 93.09 225 231 6 12 6 呉南 90.54 61 61 3 0 0 第2710地区計 90.04 3262 3341 172 146 67

西条 99.70 37 37 2 2 2  ※正式名称 「福山ロータリー E クラブ 2710」

計 91.28 268 271 13 8 5
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私たち日本人が平和の大切さを実感することが出来る
のでしょうか？ 私が小学生の頃、何度か両親に連れられた
り、小学校の修学旅行で広島の平和資料館で怖くて悲し
い思いをしました。夏休みの８月６日には学校に行き８時15
分に皆で黙とうをしていたのを覚えています。何か分から
ないけれど二度とこんな恐ろしくて悲しい思いをしたくな
いとの思いがしっかりと心の中に残っています。しかし私
の子供たちはまったくもってこのような体験がないようで
す。私も忙しくて平和資料館に子供たちを連れて行っており
ませんでした。反省をしております。
　国際ロータリーでの最優先項目はポリオ撲滅です。今年
度、今までにアフガニスタン21例、パキスタン８例の新規感
染症が確認されていますが、全てアフガニスタンとパキスタ
ンの国境山岳紛争地帯です。この地帯はイスラム過激派の
支配地帯で米軍でもなかなか立ち入れない地帯で、もちろ
んロータリアンが保冷庫を下げて生ワクチンを持って近づ
ける所ではありません。その他の地帯では新しい感染症は
発症しておりません。やはり最後は平和が来ないと撲滅は
達成できません。改めて平和の大切さを実感しております。

私たちロータリアンが世界の平和のために何が出来るの

でしょうか？ この分野で私たちが出来ることは、ロータ
リー平和フェローシップの候補者を探したり、紛争の要因

（貧困、不平等、民族間の対立、教育の欠如など）の解消に
取り組むプロジェクトを計画したり、海外のロータリークラ
ブとの友好の構築などがあると思います。その中で特に有
効なのは平和フェローへの協力だろうと思っています。こ
の地区では今まで２名のフェローがいます。１人目の野上
由美子さん（2003～05年度：広島南RC推薦）は米国で被
爆の実相を伝える草の根ボランティア活動｢NAC｣（ネバー
アゲインキャンペーン）に参加し、アメリカ国内で核問題や
広島について啓発活動を続けたのち、平和フェローとして
ブラッドフォード大学大学院に進学されました。２人目の
新屋由美子さん（2012年度：尾道RC推薦）は同じくブラッ
ドフォード大学大学院に進学され、現在はJPO UNICEF
スーダン事務所にInnovation Officer として勤務されてい
ます。お母様からお聞きしましたが数年前スーダンで知り
合った日本人の同僚と結婚して尾道で女の子を出産し、お
母様の｢孫は置いて行って｣との言葉もむなしく数か月の乳
飲み子と一緒にスーダンに戻っていったそうです。

期せずしてロータリー平和センター基金が立ち上げられ
ました。私たちの地区も今までと同じように貢献してはどう
かと考えています。又クラブにおかれましてもDDFを使っ
た６つの重点項目へのグローバル補助金の活用が紛争予
防にいかに大切かを再認識して頂き積極的に申請して頂き
たいと思います。

『平和と紛争解決月間』
国際ロータリー第2710地区
2018-19年度 ガバナー

GOVERNOR:
Hisashi Yoshihara

吉原 久司

新会員紹介

国際ロータリー
第 2710地区 事務局

〒732-0822　広島市南区松原町 1-5 ホテルグランヴィア広島 6F
TEL：082-506-0055　FAX：082-263-2323　E-mail：info@ri2710.com　URL：http://ri2710.com/

原島 賢也
宇部東RC

2018年12月１日
観光ホテル

西邑 友秀
防府北RC

2018年12月10日
ホテル

秋山 泰三
防府南RC

2019年１月10日
木材加工業

片岡 貞継
山口南RC

2018年12月７日
社会保険労務士

中村 龍
山口南RC

2018年12月７日
飲食業

山本 康路
徳山RC

2018年11月29日
貨物運輸

池田 美喜男
柳井西RC

2018年12月13日
税理士

岡﨑 源
広島安芸RC
2018年12月４日
生命保険

髙木 一之
広島東RC

2018年11月14日
不動産管理

石井 浩和
広島東RC

2018年12月５日
金庫製造

熊本 卓司
広島西南RC
2018年12月４日
販売促進業

大地 洋一朗
広島西RC

2018年12月６日
ホテル

藤田 千加子
広島西RC

2018年12月６日
印刷資材販売

天満 博之
福山赤坂RC
2019年１月５日
産業廃棄物処理業

佐藤 泰之
福山赤坂RC
2019年１月５日
建築請負

■古典文献の翻訳書より

ロータリー文庫
〒105-0011　東京都港区芝公園2-6-15 黒龍芝公園ビル3階
TEL：（03）3433-6456　FAX：（03）3459-7506　http://www.rotary-bunko.gr.jp
開館：午前10時～午後5時　休館：土・日・祝祭日

　今世紀に入り、国際ロータリーは大きく変質しました。2001年から2016年の規定審議会での制定案が採択されるこ
とにより、組織規定上のロータリーのあり様が変わりました。同時に目には見えないロータリーの本質的な基本的価値
の多様化が進みました。現在から未来へ続くロータリーを考えるには過去を正しく理解しなくてはなりません。その意
味で、今回はロータリーの古典文献の著名な翻訳書をいくつかご紹介いたしました。

文庫
通信
374号

http://www.rotary-bunko.gr.jp ロータリー文庫 検索

ロータリーの理想と友愛
（THIS ROTARIAN AGE）

ポール P. ハリス著
米山梅吉訳 2007 295P ※

我が自叙伝
（THE HERBERT J. TAYLOR STORY）

ハーバート J. テーラー著
菅野多利雄訳 1990 219P ※

ロータリー・モザイク
（ROTARY MOSAIC）

ハロルド T. トーマス著
松本兼二郎訳 2006 327P ※

ロータリー通解
（A TALKING KNOWLEDGE OF ROTARY）

ガイ・ガンディカー著
小堀憲助訳 1989 69P ※

ロータリー解析
（THE MEANING OF ROTARY）

ヴィヴィアン・カーター著
田中毅訳 1999 99P ※

シェルドン…忘れ得ぬその名
（SHELDON…A NAME TO REMEMBER）

ジョン O.ナットソン著
神崎正陳訳 1998 12P ※

・上記 ※印はデジタル化されている資料です。
・｢ロータリー・モザイク｣は書籍を販売しております。ご注文はロータリー文庫までお願い致します。（FAX：03-3459-7506）

謹んで追悼の意を表します
■ロータリー歴
1995－96年度　会長（創立年度）
1996－97年度　会長
マルチプル・ポール・ハリス・フェロー（1回）
ベネファクター
■職業分類
　鋼構造物製作

2018年12月15日 ご逝去
（享年86歳）

徳山セントラルRC
故 八塚 和弘 殿

■ロータリー歴
ポールハリスフェロー

■職業分類
結婚式場

2019年1月4日 ご逝去
（享年74歳）

西条RC
故 木戸 博之 殿




